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人と動物の関係
動物は，人の生活のいたるところに存在して
いる。歴史的にもその関係は非常に深く，紀元
前一万年前の旧石器時代に描かれたというスペ
イン，アルタミラ洞窟の野牛，馬，トナカイな
どの壁画などからうかがい知れる。人にとって
動物は食べ物としての存在や生活を脅かす存在
であったが，歴史が進むにつれ，より多くの関
わりをもつようになる。信仰としての対象，愛
玩としての対象，家畜としての対象，生活を補
助する道具としての対象などである。
人と動物の関係が広がるなかで，動物が人の
健康に役立つのではないかと考えられるように
なる。それは古代ローマ時代にまでさかのぼり，
傷ついた兵士のリハビリに乗馬が用いられてい
たという記録がある。紀元前100年には，今で
言う盲導犬のような役割を担っていたとされる
イヌがいたという文献もある。中世を経て近世
になると，18世紀の英国の精神病患者の収容施
設であるYork Retreatでは，初めて，患者にウ
サギやニワトリなどの動物の飼育をさせ一種の
楽しみを与えると同時に，自制心を身につけさ
せたという記録が残されている。当時，精神病
患者には問題行動の罰を与え，制限をかけるこ
とが「治療」とされていた。そのため，この動
物を用いたアプローチは患者の人権を尊重した
新しい手法とされた。続いて，19世紀にはドイ
ツのてんかん患者のための滞在型の治療施設で，
生活の中にイヌ，ネコ，ウマなどの動物の飼育
や交流を取り入れる試みを行っている。20世紀
半ば，アメリカの陸軍航空隊では，第二次世界
大戦の負傷兵のための療養センターを設立し，
負傷兵の気分転換や好奇心を刺激することを目
的として，動物と接することを実践していた。
センターでは，その農場でウシ・ウマ・ブタな
どの家畜を扱う作業をしたり，センター近くの
森で動物たちと自由に触れ合える環境を通して，
負傷兵の心身の回復を図っていた。このように，
古代から近代にいたるまで，動物を介在して人
の健康に役立てる試みは続けられてきたのだが，
その有用性は語り継がれるだけだった。
アニマルセラピーの研究のはじまり
いわゆる「アニマルセラピー」の報告を最初
に行ったのは，アメリカの臨床心理学者の
Levinson（1962）である。彼は，長期の引き
こもりだった無口な８歳の少年が，偶然Levinson
の飼い犬であるJinglesと出会った際，急に
Jinglesに積極的に語りかけ始めたと報告した。
Jinglesが治療の場にいることで，最終的に少
年に好ましい変化が見られたことを，彼は
“The dog as a ‘co-therapist’”という論文で発
表した。この経験を通して，彼は心理臨床の中
で動物の介在することの検証を始めた。
このLevinsonの気づきは，現在のアニマル
セラピー研究の出発として，多くの臨床家を刺
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激した。Levinsonの論文が発表された1960年
代から1980年代にかけて，動物を介在させた治
療の報告が次々となされた。 Corsonら（1977）
は，病院の精神科で入院患者にイヌを用いたア
プローチを実施し，50名中47名の患者たちの社
会性が改善したことを認めている。さらに，
Corson & Corson （1978）は，老人ホームにお
いて動物を用いたアプローチを試み，施設利用
者の自信の回復と，施設利用者同士，および施
設利用者と施設スタッフとの相互のやりとりを
促進するという効果が認められたことを報告し
た。Levinsonはこの間，動物が介在すると安
心感を持って人が発達すると論じたり （1978），
観賞魚が子どもの心理的療法において不安の軽
減などに役立つことを指摘したりする（1979）
など，臨床研究を続けていた。これらの臨床場
面での研究や実践を追うように，病院や滞在型
治療施設，老人ホーム，刑務所，学校など多様
な施設で，アニマルセラピーの取り組みがなさ
れている。
アメリカでは，Levinson（1962）の報告に
端を発するアニマルセラピーの研究が次第に進
む中で，「人と動物の相互作用に関する実践，
普及，研究活動を支援する」という目的のもと，
その研究を支える組織，デルタ協会（Delta 
Society）が1977年に設立された。獣医師，精
神科医，獣医科大学関係者らによって構成され，
人と動物が共に生活しふれあうことで生まれて
くる相互作用を「人と動物の絆：Human-
Animal-Bond：以下HAB」と名づけ，機関誌
「Anthrozoös」を発行するなど，さまざまな研
究の支援活動を行っている。この協会は，2012
年に「組織の課題をより明確に示すため」に，
団体名を「Pet Partners」と変え，更なる活動
を続けている。
デルタ協会（Pet Partners）は，アニマルセ
ラピー，動物を介在させるアプローチを，動物
介在療法（AAT：Animal Assisted Therapy）
と，動物介在活動（AAA：Animal Assisted 
Activity）の２つに分類している。動物介在療
法（AAT）とは，人と人との治療的な関わり
に動物を介在させる手法であり，治療目標を設
定したプロセスである。一方，動物介在活動
（AAA）は，人と動物の絆を利用して，対象と
なる人の生活の質（Quality of Life：QOL）の
向上を目的とし，動物とのふれあいなどを中心
とした活動をいう。このAAT・AAAを通して，
動物が人の心身に与える効果は，「心理的効果」
「身体的効果」「社会的効果」の３つがあると言
われている。心理的効果とは，自己認識や情緒
面の改善のことを示し，人が動物とのかかわり
の中で，自信や自尊心を高めたり，自己効力感
を向上させるほか，不安やストレスの軽減にも
役立つと言われている。身体的効果は，病気か
らの回復，血圧や心電図などの正常化，四肢の
麻痺などの改善効果のことを示し，動物と接す
ることによる身体の緊張軽減の効果が提示され
ている。社会的効果は，他者との会話の増加な
どの対人関係の改善効果のことを示し，例えば，
対話場面に動物がいるとき，動物を介した話題
が増えることで会話促進が期待できる （「社会
的潤滑油」：横山，1996）。これは，心理臨床を
円滑に実践できることに結びつく可能性も示唆
されている。
デルタ協会（Pet Partners）以外に，1970年
代から1980年代には，英国でSociety for 
Companion Animal Studies （SCAS），オースト
リアでInstitute for Interdisciplinary Research 
on the Human-Pet Relationship（IEMT） など，
世界各地でHABの研究およびそれに関する活
動を援助する組織が設立された。これらを統合
する形で，世界規模の学際的な組織として，ヒ
トと動物の関係国際学会（Interna t i ona l 
Association of Human-Animal Interaction 
Organizations：IAHAIO）が1990年に設立さ
れた。このIAHAIOは発足当初から３年に一度，
世界的な学術会議を開催している。
IAHAIOへの加盟は一国に一団体を原則とし
ているが，日本では，社団法人日本動物病院福
祉協会（Japan Animal Hospital Association ：
JAHA），ヒトと動物の関係学会（Society for 
AAT（Animal Assisted Therapy）・AAA（Animal 
   Assisted Activity）
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the Study of Human-Animal Relations：HARs），
一般財団法人J-HANBS（Japan Human Animal 
Nature Bond Society）の３つが加盟している。
JAHAは，獣医師を中心として1978年に設立さ
れ，「動物病院および動物医療の充実のための
継続教育事業」や「動物病院による地域社会へ
の貢献を推進する事業」などを公益目的事業に
据え，人と動物のふれあいの場所・時間を提供
するボランティア活動を行っている。この活動
は「CAPP（Companion Animal Partnership 
Program）」と名づけられ，1986年５月からは
じめられた。2014年３月までに訪問回数15,860
回を記録し，延べ，獣医師23,967人，ボラン
ティア123,802人，動物，犬92,172頭，猫20,281
頭，その他6,826頭という多くの人・動物が参
加し，高齢者施設，病院，学校などを訪問して
いる。しかしながら，活動実績はあるものの，
これらの活動はJAHA本部のある首都圏や近畿
圏に限られており，全国規模での活動に至って
いない。HARsは，獣医学関係者が中心となり，
1995年に人と動物の関わりに関する研究を多面
的に支えることを目的に設立され，学術大会や
研究会，公開シンポジウムなどの開催，年数回
の学術定期刊行物の発行などを行っている。
HARsの設立課題は大きく二つあり，「動物と
人の間の現実的課題をいかに解釈しその対策を
講じるか」という目的指向的なものと，「動物
そのものの特性や人間自身を知り，人の知識を
豊かにしたい」という知的指向的なものがある。
現在では，これらの課題に対して，動物行動学
や心理学，医学や社会学など動物に関わる多岐
にわたる領域からの参加者が集っている。その
中で，AAT・AAAの報告は設立当初から月例
会でなされており，それ以降，現在に至るまで，
シンポジウムや一般演題でもしばしば取り上げ
られている。例えば，高齢者介護施設でウサギ
やモルモットを用いたAAAが日常生活に変化
の少ない高齢者への刺激となり，老化防止対策
となるという報告（吉田ら，2003）などがある。
J-HANBSは，わが国，そして米国や英国の獣医
学者を中心として2000年に発足した。2014年に
IAHAIOに承認されたこの団体は，旧デルタ協
会の定めたHABの概念に「自然（Nature）」を
加えた「人と動物と自然の絆（HANB）」とい
う概念を活動理念に掲げている。J-HANBSは
HANBを「人と動物と自然が共に生活し触れ
合うことで，その中に生まれてくる相互作用」
と定義し，これが子どもたちの発達において必
要 不 可 欠 で あ る と 述 べ ， 子 ど も の 教 育 に
HANBを反映させるための取り組みを行って
いる。その一環として，HANB教育のインスト
ラクターを養成する通信教育講座を開設するな
ど，AAT・AAAだけではなく，動物を介在し
た教育の分野への活動を行っている。
このように，AAT・AAAにかかわる組織や
研究が増えていく中で，「アニマルセラピー」
という言葉が周知されるようになる。現在，わ
が国では「アニマルセラピー」という言葉は，
AAT・AAAを総称して用いられ，それなりに
普及しているように見受けられる。しかし，わ
が国では，米国のデルタ協会のようなボラン
ティアによる支援体制が整っていないこともあ
り，用語同様，実情としてもあいまいなもので
あるのが現状である。「動物と人がふれあうこ
とで人の問題が治療できる」というメディアの
偏った報道もあり，「アニマルセラピー」はそ
のイメージだけが一人歩きしているように見ら
れる。人と人の関係の中に動物を介在させると
いう，本質とは異なる理解が，されている場合
が多いようだ。今後，更に適切な研究を通して，
これらのことが適切に理解され，その誤解を解
消する必要がある。
AAT・AAAにおける動物たち
AAT・AAAの介在動物として，多くの動物
が報告されている。ネコについては，大学の学
祭で「ネコカフェ」の催しに訪れた人物に「や
わらかかった」など，安心感をもたらせたとい
う研究（今野・尾形，2008）がある。観賞魚を
いれた水槽がストレス場面に設置されていると，
ストレス気分が軽減される報告（門多ら，2011）
などもあり，さまざまである。ここでは，イヌ，
ウマ，イルカという３つの動物を代表として述
べる。
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１．イ　ヌ
イヌは，われわれ人の生活に最もなじみのあ
る動物の一つとしてあげられる。イヌは人の生
活の中でさまざまな役割を果たしている。盲導
犬，聴導犬，介助犬，警察犬など，その果たす
役割は他の動物とは比べものにならない。
Levinson（1962）がAAT・AAAのヒントを得
た存在も，彼が飼っていた愛犬である。イヌは，
個体数が多く，人が飼育し易く，指示を与える
ためのトレーニングが可能であるということか
ら，AAT・AAAの領域でも重視されてきた。
欧米では，1970年代からドッグセラピーとして，
心理臨床の場面でイヌを介在させることが始ま
り，精神科病院・老人介護施設・児童養護施設
などさまざまな場所で，イヌを介在動物とする
動きが広まった。性的虐待を受けた子どもに対
するグループ心理療法にイヌを同席させると，
子どもたちが虐待の内容について話しかける相
手としてイヌを利用し，語りが促された例
（Reichert, E. ，1994）や，老人介護施設で利用
者のイヌとのふれあいを通して，抑うつ状態や
不 安 ， 怒 り な ど が 減 少 し た と い う 報 告
（Struckus, J. E，1989）もある。わが国では，
JAHAのCAPPとして，高齢者施設や学校など
にイヌを派遣し，ふれあいの時間を作り，人が
イヌとのぬくもりを通して安心感を得る活動を
している。ほかにも，2009年に発足した介護高
齢者ドッグセラピー普及協会（通称：オレンジ
ジャケット）は，米国のセラピードッグ訓練法
に則り育成したイヌを介在させ，重度の認知症
患者を対象にしたドッグセラピーを行っている。
認知症の患者が，イヌとの身体的ふれあいや，
散歩などの活動を通して，発語が増え，認知症
の症状が緩和された報告もある。
　
２．ウ　マ
ウマは昔から，AAT・AAAの領域以外にも，
人の健康保持に役立っていた。先に述べた，古
代ローマ時代での兵士のリハビリなど，その取
り組みは古くからある。17世紀には，痛風治療
や結核改善，神経麻痺などのリハビリを兼ねた
乗馬を推奨する動きが始まっている。20世紀に
入ると，ウマと人との関係を検討されるように
なり，「乗馬療法」という言葉が生まれた。こ
れは，ウマが単に介在動物として，ふれあいの
対象として用いられるだけではなく，ウマが人
に対して身体訓練の道具として活用できる，乗
馬というスポーツとしての側面を持ち合わせて
いることに起因する。これは，心身どちらもの
機能も向上させることになり，乗馬療法には大
きな注目が注がれている（Bertori，1991）。乗
馬療法は，人の身体面や社会性に働きかけると
も言われている（岩本・福井，2001）。わが国で
は，身体障害者厚生施設で，身体障害を抱えた
男性２人を乗馬させ，身体機能の向上を図ると
ともに，「乗馬をすすめると馬がかわいくなっ
てくる」などのAAA的側面の感想が得られた
研究（近藤・安井，2011）がある。ウマなどの
大型動物を介在したAAT・AAAでは，ダイナ
ミックな活動を可能にすると考えられる。
　
３．イルカ
近年，特に注目を集めている介在動物はイル
カである。イルカを介在動物とする歴史はまだ
浅く，1970年代にアメリカの心理学者Smithが
発達障害児にイルカとのふれあいの場を設けた
ことに端を発する。彼女はこのイルカを介在動
物とした活動を施行し，「訓練を受けたイルカと
自閉症児や発達障害児との間に，なんらかの治
療的効果を引き出すことができる」という仮説
を立て，検討するプロジェクトを「INREACH」
と名づける。このプロジェクトは，自閉症児な
どを対象に，野外のイルカプールで一日４〜６
時間イルカとのふれあいの時間を設け，海での
水遊びや，イルカとのキャッチボールなどがな
されている。これに参加していた17歳の少年マ
イケルは，自閉症で言語障害をもち，ほとんど
発声をすることがなかった。しかし，彼は声を
上げてイルカの興味を引くということを身に付
けることができた。この，声をあげることは日
常でも見られるようになったという。Smithは，
この効果を偶然ではなく意味があるものと考え，
INREACHでの一連の流れを「Dolphin Assisted 
Therapy（略してDAT）」と名づけ，世界に新
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しいジャンルとして一石を投じた。アメリカを
はじめとする欧米では，自閉症やダウン症など
を抱えた子どもの言語トレーニングでイルカを
介在させることによって理学療法よりも高い目
標達成率を見出した事例（Nathanson，1998）
や，障害をもつ子どもとイルカとの交流を行う
取り組みに加え，子どもの保護者に対するカウ
ンセリングを加えることで，子どもと保護者の相
互のやりとりの変化を検討した例（Breitenbach
ら，2009）などの報告が行われている。また，
我が国では，獣医師・臨床心理士が集まり，
「日本におけるイルカ介在療法，介在活動の調
査研究および確立」という目的のもと，日本ド
ルフィンセラピー協会（JDAT）が2002年に発
足した。この組織は，香川・愛知・高知・山口
の沿岸のイルカ飼育施設や水族館をフィールド
として，中央大学が中心となり，取り組みを
行っている。また，JDATとフィールドを同じ
くして，山口大学や大阪教育大学でも，イルカ
を介在動物とした研究の発表が行われている。
代表的な研究として，大阪教育大学が2009年に
香川県さぬき市で短期集中型のAAAプログラ
ムを実施している。このプログラムでは，自閉
症と重度知的障害を持った13歳の少年が，３日
間の間に４回のイルカとのセッションを通して，
「イルカに触れる・撫でる」や「インストラク
ターとコミュニケーションをとる」などのセッ
ションの中で設定されていた行動課題をこなせ
るようになったという（加田ら，2009）。また，
山口大学では，山口県内にある水族館で行った，
自閉症児対象のイルカふれあい体験に参加した
子ども20名とその保護者にアンケートを行って
いる。保護者からのアンケートでは，子どもた
ちが，イルカとのふれあいを通して，他者への
感情に関心を持つ部分が伸びた，パニックがな
くなった，などの情緒面での落ち着きや成長が
見られたという報告を行っている（小畑ら，2010）。
介在動物としてのイルカの課題
イルカを介在動物とした報告がなされるなか，
その報告の姿勢に反対する立場がある。先に述
べたSmith（1996）は，DAT研究をすすめるう
ちに水族園などで展示・飼育されているイルカ
たちの存在を否定する意見を打ち出した。彼女
は，ショーなどで活躍するイルカの姿を「ア
ミューズメントではなく，アビューズメント下
にある」と評している。さらに，彼女はア
ビューズメント下にあるイルカたちとのふれあ
いは，いかなる観点からみても，それらは「セ
ラピーと呼べるものではない」と主張し，研究
の進展に問題を提起している。実際，彼女はこ
のような飼育下のイルカを用いたAAT・AAA
の研究に限界を感じ，自然に住むイルカとの交
流を重視した，イルカをコントロールしない野
生という環境でのDATを提唱している。
しかしながら，この飼育下のイルカに対する
批判は，Smithが自身の経験のみで述べたもの
であり，何らかの形での実証はない。辻井
（2003）は「野生イルカが飼育されたイルカよ
り，どのような点で効果があるのか根拠はまだ
明らかにされていない。そのため，さらなる研
究が必要である」と指摘する。我が国のイルカ
事情を考えてみると，国内で野生イルカに出会
うことのできる場所は非常に少なく，セラピー
を 行 う 環 境 を 探 す こ と は 非 常 に 難 し い 。
AAT・AAAを行うには，Smithは限界を感じ
たのだが，人のコントロール下に置かれている
イルカが欠かせない。Levinson（1969）は「い
かなる動物も癒しの効果を持つ」と述べている。
生息環境がどうであれ，飼育下のイルカが介在
動物となる可能性は否定できず，むしろ適切で
あると考えられよう。
実際に，野生イルカと飼育下のイルカ，それ
ぞれと関わり持ったとき，どのようなちがいが
生じるのだろうか。筆者らの体験を報告する。
１．野生イルカ 
筆者は，野生イルカと会うために，伊豆諸島
にある御蔵島（東京都御蔵島村）へと，2013年
および2014年の二回訪れた。御蔵島は，東京都
心から太平洋沖に約200km離れた，総面積
介在動物としてのイルカの考察─野生イルカと
　飼育されたイルカ─
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グの手順を予測でき，余裕を持って野生イルカ
の姿を観察することができた。海での体の動か
し方も一年前よりは楽に出来るようになり，イ
ルカを見つけるたびにガイドの指示に従って海
に入った。好奇心旺盛な子どものイルカが筆者
の体に音波を当て，探りを入れる「エコロケー
ション」* を体感でき，そのなんとも言えない感
覚や音に驚いた。また，好奇心旺盛な子どもの
イルカと並んで泳ぐこともできた。筆者はこの
島に滞在している間，とにかく「楽しい」気持
ちでいっぱいだった。また，水中で，目を閉じ
て海の波に揺られながらイルカの声に耳を澄ま
せると，何かに包まれているような，暖かい感
覚を覚えた。この体験の間，とにかく「もっと
海にいたい」「もっとイルカを見ていたい」と
いう気持ちがあり，あっという間に時間が過ぎ
ていた。しかし，この「もっともっと」と言う
気持ちに我を忘れてしまい，海で泳ぐと言うこ
とが予想以上にエネルギーを要することに気づ
けず，陸に上がったときには足が震え立ちあが
るのに苦労するほど疲弊していた。
この島での二度にわたる体験は，日常生活で
は絶対に得られないものであり，筆者への印象
は強烈なものだった。今でも，目を閉じるとイ
ルカの姿や声が蘇ってくる。イルカに直接触れ
ることができずとも，イルカと泳ぐという体験
は心の中に強く残り，「また行きたい」「もっと
見ていたい」という感情を喚起させる。身体的
な疲労は大きいが，それとは別にまるで神秘的
なエネルギーを手に入れたように感じられた。
この一連の体験は，「イルカの癒しの効果」の
一端に触れたかのようであった。
しかしながら，野生イルカとの交流にはリス
クも多い。野生イルカと交流できる場はわが国
の中では数えるほどしかない。長時間の移動や
多額の滞在費などが必要とされるため，体力的
な面と，経済的な面の双方への負担が大きく，
非常に限られた人しかその場に訪れることが出
来ない。フィールドに出向いたのちも，海に出
る体力や泳ぐ能力などが求められる。いざ海に
出るときも，その日の天候，海のうねりなどに
大きく左右されてしまう。実際，御蔵島は付近
20.58km2の小さな離島である。島には東京都
港区にある竹芝桟橋からフェリーで８時間ほど
かけて移動する。島の周辺には野生の120頭ほ
どのミナミハンドウイルカが季節を問わず生息
している。このような生息地は世界的にも稀で，
多くの研究者がこの島に足を運んでいる。ここ
では，イルカ・人の双方の安全のために，決し
てイルカに触れないことを条件とし，シュノー
ケリングの形でイルカをみることができる。陸
上でウェットスーツやシュノーケリングの準備
をして，イルカウォッチング船で島から沖に出
て，イルカのいる場所を探索しながら移動し，
ガイドの指示に従い，海中でイルカの様子を見
学する。一連の準備と動作のため，１回の
ウォッチングに２時間ほどがかかり，それに要
する体力が求められる。
一年目の体験では，全てが初めて故に，非常
に戸惑い，苦労した。まず，海に体がなれるよ
うに訓練をしなくてはならない。また，船で移
動するので，船酔いの対策を講じなくてはなら
ない。海の中に入ると言う体験そのものが筆者
にとっては久々のことで，海に全身が浮く感覚
になじめず，じっくりとイルカを観察する心身
の余裕がないまま，あっという間に時間が過ぎ
てしまった。そのため，とても物足りなさを感
じた。その上，初めてイルカが眼前を泳ぎ去っ
たとき，その大きさ，スピード，大きな口から
覗く歯に，一瞬の恐怖を抱いた。しかしながら，
その恐怖はすぐに消え去り，水中でイルカと目
を合わせるという体験に，言葉ではあらわせな
い強い感動を覚えた。このとき，十数頭の群れ
で移動しているイルカを観察することが出来た。
その中に，漂流するごみをまるでオモチャのよ
うに扱いながら遊んでいたイルカの姿や，小さ
な子イルカを連れた母イルカの姿など，映像で
しか見ることのなかった，イルカの生活してい
るさまに触れ，イルカの満ち満ちたエネルギー
を目の当たりにした。陸に戻った後，うまく泳
ぐことが出来なかった自らに悔しさを感じ，
「またこの場所に訪れたい」と強く感じていた。
一年後，再び御蔵島を訪れた。この二年目の
体験では島の雰囲気や状況，イルカウォッチン
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体験が人にあたたかな感情をよび起こすことが
伺い知れる。野生イルカと比べると，ここでの
体験は水中に入らないため，全身を包み込まれ
るような感覚には欠ける。しかし，このように
イルカに触れることが，水族園というより馴染
みのある場で行える。このことは，比較的容易
に，AAT・AAAを施行する可能性を示すもの
である。また，水族園という施設の中にあるた
め，海のうねりなどの自然の環境の変化に左右
されにくい。さらに，イルカトレーナーによる
イルカのコントロールが可能なので，事故など
で負傷するリスクも少ない。筆者は，この水族
園でイルカと触れる体験を通しても野生イルカ
との体験と同じように「もっとイルカを見てい
たい」などの，再びこの体験をしたいという欲
求を抱いた。実際，須磨海浜水族園の来園者は，
イルカとのふれあいを体験をすると，筆者同様
の 想 い を 抱 く 人 は 少 な く な い 。 こ れ は ，
Levinson（1969）のいう「いかなる動物も癒し
の効果を持つ」ことを示すものであろう。
介在動物としてのイルカのこれから
我が国のイルカを用いたAAT・AAAは，
JDATを中心として，自閉症をもつ子どもに対
する短期集中型のアプローチが行われている。
しかし，JDATでは，その活動範囲が地方に限
られているので，参加できる人は限られてしま
う。また，JDATでは野外での活動で，天候な
どに左右されてしまう。そして，短期集中プロ
グラムであることから，得られた経過は一過性
である可能性もある。また，筆者の知る限り，
他大学での研究でも，短期集中型，あるいは一
度きりでのプログラムや取り組みが多く，これ
らは継続性という点で気になるところである。
筆者らは，さらに須磨海浜水族園で，イルカ
のAAT・AAAに関して新しい取り組みを始め
ている。「須磨ドルフィンアシステッドアク
ティビティ（SDAA）」というこのプロジェクト
は，神戸市近郊の発達障害や身体障害などをも
つ子どもと，その保護者を対象にして，イルカ
を用いたAAAを行っている。本プロジェクト
の大きな特徴は，一定のプログラムを考え定期
を流れる黒潮の影響があり，島周辺の潮流は速
く，天候も変化しやすく，降雨も少なくない。
それゆえ，東京都内と島をつなぐフェリーは，
桟橋に着岸できなかったり，欠航したりするこ
ともしばしばである。島にたどり着くためにも，
島から出るためにも，時間的な余裕が必要にな
る。また，海という自然の場では負傷する危険
もある。何よりも，そこに生息するイルカたち
は野生であり，人がコントロールする訳ではな
い。イルカが眠っていたり，イルカが群れて海
の深い場所で活動している場合には，イルカと
の 交 流 が ま っ た く 出 来 な い 場 合 も あ る 。
AAT・AAAは，環境や動物たちのある程度の
コントロールが必要とされるが，この場合， 天
候，海の状況，イルカの様子，AAT・AAAを
受ける側の体調や泳ぎの技量，海への慣れなど，
コントロールできない多くのものがある。これ
らのことから，治療の枠を設定できないという
ことは，Smith（1996）の提案する野生イルカを
介在動物とした「DAT」は，現実的には実施
が困難かもしれない。
２．飼育下のイルカ
人の飼育下にあるイルカとの交流はどうだろ
うか。筆者は現在，神戸市立須磨海浜水族園
（兵庫県神戸市）で同園スタッフと共同研究を
行っている。その体験を報告する。須磨海浜水
族園は，野外のイルカプールでイルカとのふれ
あいのコーナーを常設している。イルカのプー
ルの脇に専用通路を設け，そこから手を伸ばす
と，イルカに触れることができる。イルカト
レーナーの指示のもと，目の前を泳ぐイルカを
見て近くに寄って，胸ビレに触れる感覚を味わ
うことができる。普段，眺める事しかできない
イルカを間近で見，触れるという体験ができる。
筆者がイルカに触れた際，それはゴムのような，
ナスの表面のような，皮を剥いたゆで卵のよう
な感触であり，いまでも心に残っている。間近
で見たイルカの巨体や大きな口に驚いて大泣き
していた少女が，イルカと目を合わせてその体
に触れると，ぱっと明るい表情になり，「楽し
かった」と言う様子を見ると，イルカに触れる
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的に実施することである。JDATなどの国内の
イルカのAAT・AAAプログラムは，短期間集
中的にセッションを組むものである。この短期
集中プログラムは，受ける側のコンディション
や実施場所の状況，時間が限られるという制限
があるため，プログラムの内容も変則的になり
やすく，内容が統一し難い。SDAAでは，曜
日・時間を設定し，プログラムの内容もある程
度一定化し，よりコントロールされた環境で，
実施している。その中で，感覚が過敏で生魚を
触れなかった子どもが，生魚をつかみイルカに
えさを与えることが出来るようになるなど，子
どもの行動の変化や，「セッションがある日は
子どもをゆったりとした気持ちで見ることがで
き，叱らずにむ」という保護者に余裕ができる
などの気持ちの変化を確認している。これらの
新しい取り組みについて報告し，これからのイ
ルカ介在療法を考えていきたい。
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